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Ⅳ　モ ンゴル の看護 につ いて
1.病 院の様子
大学附属病院が建設中であ ったため に、 ウラ ンバ ー ト
ル市 内で最 も大 きな病 院の一 つで あ るMaternity and
Child Health Hospitalを見学 した。医療機器 は比較的
新 しい ものが使用 されて いるが、建物 とベ ッ ドな どの備
品 は旧式で ある。 日本 な らデ ィスポーサ ブルの器材で も、











Dr.Narulaによる情 報提供 に より、 モ ンゴル国内で
求め られ る公衆衛生活動 について知 ることがで きた。
ウランバートル都心部は、大気汚染がひどく車が多い














学生数 は、 看護学部生 は1,200名で、 うち1,000名が看








技術 ラボ(実 習室)は2008年にオ ープ ンした。専任の
技師が2名常駐 し、保全管理、物品管理、 シ ミュレーター












V 学生交流 プログラムと今後 の展望
学部長 で あるDr.Naranbaatarとの話 し合 いで、 今
後プ ログラムを推進 して い くことで合意を得た。
1. 本学学生の国立モンゴル医科大学への派遣について
訪問時期は7-8月 以外(夏 休み)で あればいつで も
可能である。滞在期間は、学生であれば1～2週 間 くら
い、教員は1週間 くらいで、受け入れ可能人数は学生3
名(学 部生、院生 とも可)、教員は1名 である。教員は
基礎看護学、小児看護学の教員をという希望があった。
プ ログラムの内容 につ いて、学生 には授業参加、病院
見学が可能であ る。教員 は講義、演習、実習の組み立て
や展開 につ いて ディスカ ッシ ョンを した いという希望が
あ った。
プ ログラム中 は大学寮 に滞在で きる。寮 は大学か ら約
4km離れた ところにあ り、大使館や政府関連の施設が多
くあ る地域であ る。治安 は問題な さそ うであ る。滞在中
のバ ス代 ・タクシー代(プ リペ イ ドタクシー)に つ いて
は準備 して も らえ る。
その他、食事や ホームステイ先な ど も必要 に応 じて準
備で きるとの ことであ った。言語 はモ ンゴル語、 日本語


















プ ログラム実現のため に早々 に事業の実施計画 に関す











講 義 の 様 子
本学の紹介を学部生の講
義の中で行った。
講義はモンゴル語の通訳
を介 して行 ったが、学生の
中には日本語が理解できる
学生いた。 日本に留学する
ことに関心を寄せる学生が
多数おり、具体的な留学に
関する質問も活発に出た。
